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日
本
の
石
橋
を
守
る
会
の
第
38
回
大

会
が
大
分
県
宇
佐
市
院
内
町
で
２
０
１

７
（
平
成
29
）
年
５
月
13
日
（
土
）・

14
日
（
日
）
の
2
日
間
開
催
さ
れ
た
。

1
日
目
の
会
場
と
な
っ
た
院
内
文
化
交

流
ホ
ー
ル
に
は
、
会
員
36
人
と
院
内
石

橋
群
景
観
保
全
協
議
会
委
員
、
市
民
な

ど
を
合
わ
せ
約
２
０
０
人
が
来
場
。
総

会
の
後
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
た
。

2
日
目
は
地
区
に
点
在
す
る
75
の
石
橋

の
う
ち
、Ａ
コ
ー
ス
「
名
棟
梁
、
松
田

新
之
助
の
足
跡
と
恵
良
川
を
彩
る
石
橋

を
巡
る
コ
ー
ス
」
と
、Ｂ
コ
ー
ス
「
観
光

客
が
な
か
な
か
訪
れ
な
い
場
所
に
あ

る
、
地
元
の
人
が
オ
ス
ス
メ
す
る
石
橋

を
巡
る
コ
ー
ス
」
の
二
手
に
分
か
れ
、

石
橋
を
巡
っ
た
。

　

本
来
は
昨
年
、
院
内
町
の
鳥
居
橋
築

造
１
０
０
周
年
に
合
わ
せ
て
同
地
で
第

37
回
大
会
を
開
く
予
定
だ
っ
た
が
、
熊

本
・
大
分
地
震
の
影
響
で
中
止
と
な
り
、

あ
ら
た
め
て
今
年
、
第
38
回
大
会
と
し

て
開
催
し
た
。

第
38
回
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

【
１
日
目
（
5
月
13
日
）】

　

開
会
宣
言　

末
永
暢
雄
・
副
会
長

　

主
催
者
挨
拶　

甲
斐
利
幸
・
会
長

　

来
賓
挨
拶　

是
永
修
治
・
宇
佐
市
長

　

通
常
総
会　

　

次
回
大
会
予
告　

坂
本
正
詮
・
会
員
（
熊

本
）、
竹
田
宏
司
（
熊
本
県
玉
名
市
教
育
委

2面　第38回総会で上塚尚孝氏が新会長に決定　　  　  5面　新発見石橋（贄田岳和）
6面　宮ケ原橋 復旧まであと一歩　　　　　　  　　　　　　  7面　熊本地震で被災した石橋 修復へ

中面の案内

大
会
2
日
目
に
訪
れ
た
両
合
川
橋（
宇
佐
市
院
内
町
、国
登
録
有
形
文
化
財
）

石
橋
周
辺
の「
両
合
棚
田
」は「
日
本
の
棚
田
百
選
」に
入
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
写
真
提
供
／
中
村
ま
さ
あ
き

員
会
教
育
部
文
化
課
長
）

　

記
念
イ
ベ
ン
ト
「
石
橋
の
歌
」
発
表　

院

内
北
部
小
学
校
児
童

　

記
念
講
演
１
「
鳥
居
橋
築
造
１
０
０
周

年
を
迎
え
て
、
今
思
う
こ
と
」　

向
野 

茂
・

院
内
石
橋
群
景
観
保
全
協
議
会
委
員　

　

記
念
イ
ベ
ン
ト
「
石
割
体
験
／
石
の
重
さ

当
て
ク
イ
ズ
」　

吉
本
正
隆
・
有
限
会
社
吉

本
本
家
石
材
店
会
長

　

会
員
活
動
報
告　

贄
田
岳
和
、
中
村
ま

さ
あ
き
、
中
村
秀
樹
、
尾
上
一
哉
・
各
氏

　

記
念
講
演
２
「
石
造
ア
ー
チ
橋
の
魅
力

と
継
承
」　

山
尾
敏
孝
・
熊
本
大
学
大
学
院

シ
ニ
ア
教
授

　

記
念
イ
ベ
ン
ト
「
合
唱
」　

院
内
ロ
ー
ズ

ベ
イ
・
コ
ー
ル

　

閉
会

　

意
見
交
換
会
（
ワ
イ
ナ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン

朝
霧
の
庄
）

【
２
日
目
（
5
月
14
日
）】

 　

現
地
石
橋
見
学
会　

案
内
役　

院
内
石

橋
群
景
観
保
全
協
議
会
、
院
内
ふ
る
さ
と

ガ
イ
ド
教
室

　
　
通
常
総
会

　

第
38
回
総
会
に
は
、
来
賓
と
し
て
是

永
修
治
・
宇
佐
市
長
、
佐
田
則
昭
・
宇

佐
市
議
会
議
長
、
近
藤
一
誠
・
教
育
長

が
出
席
。
来
賓
を
代
表
し
て
是
永
市
長

は
、
大
会
開
催
の
祝
辞
に
続
き
、「
先

人
の
努
力
で
院
内
町
に
は
75
基
の
石
橋

が
あ
り
、
こ
れ
は
今
や
町
の
財
産
と
な

っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
石
橋
の
景
観
を

大
切
に
守
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し

大
分
県
宇
佐
市
院
内
町
で
第
38
回
大
会

会
場
に
２
０
０
人
が
参
加

温
か
い
も
て
な
し
受
け
開
催

※
2
面
に
続
く
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記
念
講
演
１
で
は
、
院
内
石
橋
群
景
観
保

全
協
議
会
委
員
の
向
野
茂
氏
が
「
石
橋
の
あ

る
風
景
を
未
来
へ
〜
鳥
居
橋
架
設
１
０
０
年

を
迎
え
て
〜
」
を
テ
ー
マ
に
演
壇
に
立
っ
た
。

　

院
内
町
に
な
ぜ
数
多
く
の
石
橋
が
造
ら
れ

た
の
か
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
向
野
氏
は
、

豊
富
な
石
材
、
深
い
谷
に
囲
ま
れ
た
地
形
、

優
れ
た
石
工
職
人
の
存
在
、
地
域
住
民
の
熱

意
な
ど
を
挙
げ
、
解
説
し
た
。

　

ま
た
、
過
去
の
台
風
に
よ
る
大
雨
に
耐
え

た
鳥
居
橋
に
つ
い
て
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
も
紹
介
し
、「
石
橋
は
地
域
の

宝
で
す
。
石
橋
の
あ
る
風
景
を
未

来
に
つ
な
げ
て
も
ら
い
た
い
」
と

そ
の
思
い
を
語
り
、
地
域
の
未
来

を
担
う
、
会
場
の
子
ど
も
た
ち
へ

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

て
い
ま
す
」
と
、
宇
佐
市
の
取

り
組
み
を
述
べ
た
。

　

総
会
議
事
進
行
の
た
め
院
内

石
橋
群
景
観
保
全
協
議
会
の
佐

藤
修
水
（
お
さ
み
）
委
員
が
議

長
に
選
出
さ
れ
、
上
塚
尚
孝
・

事
務
局
長
が
昨
年
度
の
事
業
経

過
と
収
支
決
算
書
を
報
告
、
本

年
度
の
各
部
事
業
計
画
案
と
予

算
案
が
了
承
さ
れ
た
。
ま
た
、

役
員
の
選
任
議
案
が
提
出
さ
れ
、

了
承
さ
れ
た
。
役
員
人
事
は
次

の
通
り
。

　
　

新
会
長
に
上
塚
尚
孝
氏

　
　

副
会
長
に
河
村 

修
氏

　
　

事
務
局
長
に
軸
丸
英
顕
氏

　

新
会
長
に
上
塚
尚
孝
氏
（
事

務
局
長
）、
相
談
役
に
甲
斐
利
幸

氏
（
会
長
）、
副
会
長
・
総
務
部

長
に
河
村
修
氏
（
理
事
・
総
務

部
長
）。
新
た
に
理
事
に
就
任
す

る
の
は
、
石
山
信
次
郎
氏
（
通

潤
橋
史
料
館
長
）、
上
塚
寿
朗
氏

（
井
上
基
夫
氏
に
替
わ
り
会
計
を

担
当
）、
大
塚
光
二
氏
（
関
西
山

都
会
事
務
局
長
）、梅
田
穣
氏
（
熊

本
県
山
都
町
長
）の
４
人
。
ま
た
、

監
事
と
し
て
中
野
敏
憲
氏
（
東

陽
石
匠
館
長
）
が
選
任
さ
れ
た
。

　　
　

来
年
の
大
会

　
　

熊
本
・
玉
名
市
に
決
定

　

総
会
の
最
後
に
来
年
度
、
大

会
開
催
が
決
定
し
た
熊
本
県
玉

名
市
か
ら
、
会
員
で
「
玉
名
観

光
ガ
イ
ド
の
会
」
の
坂
本
正
詮

（
ま
さ
の
り
）
氏
と
、
玉
名
市
教

育
委
員
会
教
育
部
文
化
課
長
の

竹
田
宏
司
氏
が
来
場
し
挨
拶
。

玉
名
市
を
含
む
菊
池
川
流
域
４

市
町
は
今
年
、「
米
作
り
、
二
千

会場には石橋に関する展示物が置かれた。
上は木製の支保工模型。下は石材を使った、
「野面積」「布積」「谷積」のサンプル

会場内には「石割体験」用の石材が準備された

年
に
わ
た
る
大
地
の
記
憶
〜
菊

池
川
流
域
『
今
昔
《
水
稲
》
物
語
』

〜
」
が
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ

た
こ
と
や
、
市
内
に
現
存
す
る

石
橋
も
そ
の
物
語
に
関
連
し
て

い
る
こ
と
を
紹
介
し
、
来
年
の

大
会
へ
の
来
場
を
呼
び
か
け
た
。

　
　
報
告
１ 

石
橋
新
規
発
見

　

会
員
活
動
報
告
で
は
、
資
料

整
理
部
の
贄
田
岳
和
部
長
（
宮

崎
県
）
が
、「
新
規
発
見
! 

石
橋

に
関
す
る
報
告
」
と
題
し
話
し

た
。「
院
内
町
は
私
に
と
っ
て
石

橋
探
訪
の
ス
タ
ー
ト
の
地
で
、

記
録
を
見
る
と
、
過
去
に
22
回

も
訪
れ
て
い
ま
し
た
」
と
振
り

返
り
、
新
発
見
の
石
橋
に
つ
い
て

報
告
し
た
。

　
「
石
橋
ハ
ン
タ
ー
」
と
呼
ば
れ

る
贄
田
氏
は
、
田
の
神
や
庚
申

塔
（
こ
う
し
ん
と
う
）、
仁
王
像

な
ど
の
石
造
物
が
あ
る
場
所
も

数
多
く
訪
れ
て
お
り
、
そ
れ
が

石
橋
の
発
見
に
つ
な
が
る
こ
と

も
あ
る
と
い
う
。「
ま
だ
ま
だ
、

発
見
さ
れ
て
い
な
い
石
橋
が
あ

る
は
ず
で
す
。
来
年
の
大
会
で

も
石
橋
発
見
の
報
告
が
で
き
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
、
活
動

に
意
欲
を
み
せ
た
。

　
　
報
告
２ 

被
災
か
ら
の
復
旧

　

続
い
て
、「
熊
本
地
震　

被
災

石
橋
の
復
旧
に
向
け
て
」
と
題

し
、
広
報
部
の
中
村
ま
さ
あ
き

部
長
、
調
査
研
究
部
の
中
村
秀

樹
部
長
、
技
術
部
の
尾
上
一
哉
部

長
（
共
に
熊
本
県
）
が
、
リ
レ

ー
形
式
で
活
動
の
報
告
を
行
っ

た
。
ま
ず
、
中
村
ま
さ
あ
き
氏

が
石
橋
の
被
害
状
況
に
関
し
、

会
報
で
紹
介
し
た
内
容
を
取
り

上
げ
、
石
橋
の
強
さ
を
紹
介
。

　

続
い
て
、
中
村
秀
樹
氏
が
石

橋
の
被
災
状
況
に
応
じ
た
復
旧

の
在
り
方
に
つ
い
て
、「
県
や
市

町
村
の
文
化
財
指
定
だ
け
で
は

被
災
石
橋
の
復
旧
に
必
要
な
予

算
確
保
に
限
界
が
あ
る
た
め
、

石
橋
を
歩
道
な
ど
の
道
路
施
設

に
入
れ
、
国
（
国
土
交
通
省
）

記
念
講
演
１

石
橋
の
あ
る
風
景
を
未
来
へ

　

〜
鳥
居
橋
架
設
１
０
０
年
を
迎
え
て
〜

向野　茂氏
むくの・しげる 院内石橋
群景観保全協議会委員、
院内ふるさとガイド教室
顧問

「院内の石橋物語」　向野　茂著
A4判、80ページ。文化総合誌「宇佐文学」に連載中の文
を加筆して冊子化。（問）TEL.080-1770-6366(向野）

先人の偉業を紹介
冊子にまとめる
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の
査
定
対
象
に
す
べ
き
で
あ
る
」

と
提
言
し
た
。

　

最
後
に
、
尾
上
氏
が
石
橋
構

築
・
修
復
技
術
者
養
成
事
業
（
肥

後
種
山
石
工
技
術
継
承
講
座
）

に
つ
い
て
紹
介
し
、
昨
年
度
ま

で
６
年
間
続
け
て
き
た
座
学
、

研
修
、
実
習
、
実
践
、
能
力
認

証
の
概
要
を
紹
介
し
、
技
術
者

養
成
の
必
要
性
を
力
説
し
た
。

　
記
念
イ
ベ
ン
ト

　

総
会
の
後
は
、
地
元
の
方
々

に
よ
る
心
温
ま
る
記
念
イ
ベ
ン

ト
が
開
か
れ
た
。

　

最
初
に
院
内
北
部
小
学
校
児

童
に
よ
る
石
橋
の
歌
「
ふ
る
さ

と
の
懸
け
橋
」
が
披
露
さ
れ
、

会
場
い
っ
ぱ
い
に
子
ど
も
た
ち
の

か
わ
い
い
歌
声
が
響
き
渡
っ
た
。

同
小
学
校
内
に
は
保
護
者
が
造
っ

た
2
連
ア
ー
チ
の
石
橋
「
父
の

背
橋
」
が
あ
る
。
歌
は
、
日
本
一

の
「
石
橋
の
里
」
を
誇
り
に
し

て
ほ
し
い
と
い
う
、
子
ど
も
た

ち
へ
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る

よ
う
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
会
場
ス
テ
ー
ジ
の
前

に
並
べ
ら
れ
た
７
つ
の
石
材
を
割

る
、
石
割
体
験
が
行
わ
れ
た
。

吉
本
本
家
石
材
店
の
吉
本
正
隆

会
長
が
手
本
を
見
せ
、
歌
を
披

露
し
た
小
学
生
も
参
加
し
、
す

で
に
矢
穴
に
差
し
込
ま
れ
た
セ

リ
矢
の
頭
を
セ
ッ
ト
で
、
一
人
ず

つ
交
代
し
て
た
た
い
た
。
重
く

大
き
な
石
材
が
割
れ
る
瞬
間
に

は
歓
声
が
上
が
り
、
子
ど
も
た

ち
は
目
を
輝
か
せ
て
い
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
石
の
重
さ
当
て

ク
イ
ズ
な
ど
で
会
場
は
盛
り
上

が
っ
た
。

　

最
後
は
女
性
コ
ー
ラ
ス
「
院

内
ロ
ー
ズ
ベ
イ
・
コ
ー
ル
」
の
皆

さ
ん
に
よ
る
合
唱
が
披
露
さ
れ

た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
院
内
町
各
所

の
石
橋
の
ド
ロ
ー
ン
（
小
型
無

人
機
）
映
像
が
背
景
に
流
れ
、

地
元
に
根
差
し
た
皆
さ
ん
の
歌

声
が
会
場
を
満
た
し
た
。

　
記
念
講
演

　

イ
ベ
ン
ト
を
は
さ
み
、
２
つ
の

記
念
講
演
が
行
わ
れ
た
。
前
半

は
院
内
石
橋
群
景
観
保
全
協
議

会
の
向
野
茂
委
員
、
後
半
は
熊

本
大
学
大
学
院
の
山
尾
敏
孝
シ

ニ
ア
教
授
が
演
壇
に
立
っ
た
。

記念イベントで「石橋の歌」を熱唱する院内北部小学校の児童たち

「院内ローズベイ・コール」の皆さんの合唱 吉本本家石材店の吉本正隆会長 児童が参加した石割体験

日本一の「石橋の里」を、住民の誇りに

　

記
念
講
演
2
で
は
、
熊
本
大
学
大
学
院
シ

ニ
ア
教
授
の
山
尾
敏
孝
氏
が
、「
石
造
ア
ー
チ

橋
の
魅
力
と
継
承
〜
強
さ
と
弱
さ
〜
」
と
題

し
講
演
し
た
。

　

石
材
を
使
っ
た
石
橋
の
模
型
に
よ
る
工
学

的
実
験
や
、
実
際
の
石
橋
の
路
面
上
に
20
㌧

車
両
を
通
過
さ
せ
る
実
証
試
験
な
ど
の
結
果

を
紹
介
し
、石
橋
の
強
さ
を
説
明
。実
験
か
ら
、

壁
石
が
輪
石
の
耐
力
増
加
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
報
告
し
た
。

　

ま
た
、
自
然
災
害
に
よ
る
数
々
の
石
橋
の

被
災
例
も
紹
介
し
、
石
橋
の
保
存
と
治
水
対

策
に
は
ジ
レ
ン
マ
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
。
石

橋
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
石
橋
点
検
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
最
適
な
補
修
・
補
強
を

行
う
こ
と
や
、
石
工
技
能
者
の
養
成
、
石
橋

群
と
し
て
の
文
化
財
指
定
や
、
石
橋
の
魅
力

を
伝
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
養
成
な

ど
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
提
案
。

　

最
後
に
、「
石
橋
の
あ
る
地
元
住
民
を
は
じ

め
、
官
民
学
が
協
力
し
て
石
橋
の
保
存
を
検

討
す
べ
き
」
と
語
っ
た
。

記
念
講
演
２

石
造
ア
ー
チ
橋
の
魅
力
と
継
承

　

〜
強
さ
と
弱
さ
〜

山尾　敏孝氏
やまお・としたか 熊本大
学大学院シニア教授、院
内石橋群景観保全協議
会会長
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大
会
2
日
目
は
、
会
員
が
Ａ
・
Ｂ
、

希
望
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
院
内
石
橋

群
景
観
保
存
協
議
会
と
院
内
ふ
る
さ
と

ガ
イ
ド
教
室
の
皆
さ
ん
の
案
内
で
、
町

内
に
点
在
す
る
石
橋
を
巡
っ
た
。

　
「
名
棟
梁
、
松
田
新
之
助
の
足
跡
と

恵
良
川
を
彩
る
石
橋
を
巡
る
コ
ー
ス
」

と
題
す
る
Ａ
コ
ー
ス
に
参
加
し
た
会
員

は
土
岩
橋
、
鷹
岩
橋
、
富
士
見
橋
、
荒

瀬
橋
、
御
沓
橋
、
父
の
背
橋
、
櫛
野
橋
、

鳥
居
橋
な
ど
を
訪
れ
た
。「
観
光
客
が

な
か
な
か
訪
れ
な
い
場
所
に
あ
る
、
地

元
の
人
が
オ
ス
ス
メ
す
る
石
橋
を
巡

る
」
と
題
す
る
Ｂ
コ
ー
ス
は
、
念
仏
橋
、

両
合
川
橋
、
久
地
橋
、
打
上
橋
、
父
の

背
橋
、
一
の
橋
な
ど
を
巡
っ
た
。

　

父
の
背
橋
は
、
宇
佐
市
立
院
内
北
部

小
学
校
の
校
庭
に
、
同
校
Ｐ
Ｔ
Ａ（
父

親
部
）
が
４
年
を
か
け
て
築
造
し
た
2

連
ア
ー
チ
の
石
橋
。
子
ど
も
た
ち
が
地

域
の
文
化
や
母
校
に
誇
り
を
持
て
る
よ

う
願
い
、
保
護
者
ら
が
汗
を
流
し
た
も

の
で
、
町
で
は
76
基
目
の
石
橋
と
な
っ

て
い
る
（
会
報
84
号
で
紹
介
）。

　

両
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
石
橋
を
見
学

し
た
会
員
は
最
後
に
合
流
し
、
地
元
の

食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た
「
院
内

つ
み
草
料
理
の
会
」
手
製
の
弁
当
を
味

わ
っ
た
後
、
現
地
で
解
散
し
た
。

右、地元の方々による
飲み物や甘味の接待
の様子

上、院内つみ草料理の会の
手製「院内つみ草弁当」

宇佐市立院内北部小学校内にある「父の背橋」

現
地
石
橋
見
学
会
　
宇
佐
市
院
内
町
の
皆
さ
ん
が
ガ
イ
ド

院内石橋群スケッチ 片寄　俊秀2017年5月14日

分寺橋 鳥居橋

打上橋 荒瀬橋
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今
年
4
月
、
豊
後
大
野
市
大
野
町
に「
津
留

橋
」
を
訪
ね
た
。宮
崎
県
会
員
の
贄
田
さ
ん
が

2
0
1
3
年
に
訪
ね
ら
れ
た
と
き
に
は
、下
流

側
に
仮
設
の
橋
が
架
け
ら
れ
、津
留
橋
の
石
材

に
は
番
号
が
ふ
ら
れ
て
い
た
。撤
去
さ
れ
た
に

せ
よ
、
ど
こ
か
に
移
設
さ
れ
て
い
る
は
ず
│
、

そ
う
思
い
な
が
ら
現
地
を
訪
れ
た
。

　

し
か
し
、津
留
地
区
の
ど
こ
に
も
石
橋
は
見

当
た
ら
ず
、平
井
川
に
は
ご
く
当
た
り
前
の
よ

う
に
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
橋
が
架
か
っ
て
い
る

だ
け
だ
っ
た
。か
つ
て
、
こ
こ
に
は
5
連
の
美

し
い
石
橋
が
架
か
っ
て
い
た
│
。そ
ん
な
光
景

が
不
思
議
と
、少
し
も
湧
か
な
か
っ
た
。

　

2
0
1
２
年
の
九
州
北
部
豪
雨
に
よ
る
被

害
を
受
け
、周
辺
で
は
河
川
改
修
工
事
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。〈
氾
濫
の
原
因
と
な
っ
た
津
留

橋
は
、
住
民
の
命
を
守
る
た
め
に
撤
去
さ
れ

た
〉と
考
え
ら
れ
る
。

　

近
く
の
人
に
尋
ね
る
と
、「
確
か
に
石
橋
の

移
設
保
存
の
話
は
あ
っ
た
と
で
す
が
、
な
ん
せ

予
算
が
取
れ
ん
で
、
か
な
わ
ん
や
っ
た
み
た
い

で
す
」。そ
の
人
は
そ
う
言
っ
て
、
津
留
橋
が
あ

っ
た
方
に
目
を
や
っ
た
。

　

豊
後
大
野
市
は
今
、国
道
57
号
線
沿
い
に
中

九
州
横
断
道
路
（
犬
飼
千
歳
道
路
）
を
建
設
中

で
あ
り
、
そ
の
関
連
工
事
が
急
ピ
ッ
チ
で
行
わ

れ
て
い
る
。移
設
保
存
の
予
算
も
、
そ
ち
ら
に

回
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。住
民
は
水
害
の

撤
去
さ
れ
て
い
た
津
留
橋
＝
大
分・豊
後
大
野
市

副
会
長　

末
永 

暢
雄 （
長
崎
県
）

平井川に架かっていた津留橋
＝2009年5月、写真提供／贄田岳和

現
実
に
は
勝
て
ず
、
石
橋
の
撤
去
に
合
意
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
と
聞
く
。

　

た
だ
、
地
元
に
と
っ
て
津
留
橋
は
、
と
て
も

愛
着
の
あ
る
橋
だ
っ
た
よ
う
で
、
こ
の
橋
に
感

謝
す
る
た
め
の
祭
事
が
開
か
れ
た
そ
う
だ
。

　

各
地
を
巡
り
、
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
、

埋
も
れ
た
石
橋
を
見
つ
け
続
け
る
、
調
査
研

究
部
の
贄
田
岳
和
部
長
（
宮
崎
県
）。
こ
の
２

年
間
に
発
見
し
た
2
橋
に
つ
い
て
、
本
人
の

コ
メ
ン
ト
と
と
も
に
紹
介
す
る
。

◆　
　
　
　
　

◆

旧
狩
川
橋
＝
鹿
児
島
・
志
布
志
市

　
「
旧
道
に
取
り
残
さ
れ
た
橋
が
あ
り
ま
し

た
。
一
度
チ
ェ
ッ
ク
し
た
か
ど
う
か
あ
や
ふ
や

だ
っ
た
の
で
、
川
床
に
降
り
て
確
認
す
る
と
、

石
造
ア
ー
チ
橋
で
し
た
。
雨
の
た
め
増
水
し

て
お
り
、計
測
不
能
。後
日
再
訪
し
ま
し
た
が
、

深
み
に
阻
ま
れ
、
や
は
り
計
測
不
能
」

皆
倉
の
石
橋
＝
鹿
児
島
・
錦
江
町

　
「
鹿
児
島
県
肝
属
郡
錦
江
町
の
皆
倉
（
か
い

石
橋
探
訪
の
旅

　
　
資
料
整
理
部
　
贄
田 

岳
和
部
長

旧狩川橋
鹿児島県志布志市松山町新橋（狩川）

  

写
真
提
供
／
贄
田 

岳
和

　

贄
田
氏
の
石
橋
探
訪
は
そ
の
ほ
か
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
石
橋
情
報
を
基

に
し
た
現
地
確
認
も
あ
る
。
そ
の
情
報
の
中

に
は
、
石
橋
の
撤
去
や
流
失
な
ど
も
含
ま
れ

る
。
今
年
3
月
か
ら
4
月
に
か
け
、
贄
田
氏

は
次
の
３
橋
の
撤
去
を
確
認
し
た
。

「
菅
生
橋
」（
大
分
県
豊
後
大
野
市
三
重
町
）

「
久
津
良
橋
」（
宮
崎
市
高
岡
町
飯
田
）

「
津
留
橋
」（
大
分
県
豊
後
大
野
市
大
野
町
）

皆倉の石橋　
肝属郡錦江町神川 皆倉(かいくら)
橋幅3.0m　径間3.64m
拱矢1.68m　環厚：42cm　輪石17列

く
ら
）
か
ら
鹿
屋
市
浜
田
町
へ
抜
け
る
旧
道

ら
し
き
道
を
通
っ
て
み
ま
し
た
。
ま
ず
立
派

な
青
面
金
剛
（
し
ょ
う
め
ん
こ
ん
ご
う
）
に

出
会
い
、
そ
こ
が
旧
道
に
間
違
い
な
い
こ
と

を
確
信
。
し
ば
ら
く
山
道
を
走
る
と
、
川
が

横
切
っ
て
い
る
場
所
を
通
り
過
ぎ
ま
し
た
。

下
流
側
を
見
る
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ア
ー
チ
。

そ
ん
な
場
合
、
上
流
側
に
石
橋
が
あ
る
可
能

性
が
高
い
。
上
流
側
を
確
認
す
る
と
輪
石
が

見
え
ま
し
た
。
う
れ
し
い
瞬
間
で
し
た
」

す
え
な
が
の
ぶ
を

「
石
橋
を
ゆ
く
」ー
第
２
集
ー
刊
行

石
橋
情
報
紙「
石
橋
を
ゆ
く
」の

1
0
1
〜
2
0
0
号
ま
で
を
冊
子
化

A
4
判・1
0
2
ペー
ジ・白
黒

1
5
0
0
円（
送
料
込
み
）

申し込みは郵便で、①氏名②〒住所
③電話番号④希望冊数を記入の上、
〒859-6322長崎県佐世保市吉井町
踊瀬720　末永暢雄 宛へ
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宮
ケ
原
橋 

復
旧
ま
で
あ
と一歩
＝
福
岡・八
女
市

　

２
０
１
２
年
７
月
の
九
州
北
部
豪
雨
で
被

災
し
た
星
野
川
の
石
造
ア
ー
チ
橋
「
宮
ケ
原

橋
」（
福
岡
・
八
女
市
）。そ
の
後
、修
復
が
進
め

ら
れ
、工
事
は
最
終
段
階
を
迎
え
て
い
る
。

　

今
後
の
大
雨
に
よ
る
川
の
増
水
に
備
え
る

た
め
、
石
橋
の
右
岸
側
の
河
道
を
拡
幅
し
、
新

た
に
中
の
島
と
分
水
路
が
設
け
ら
れ
、橋
長
約

30
㍍
の
新
橋
が
架
け
ら
れ
た
。

　

８
月
末
の
段
階
で
石
橋
を
除
く
工
事
は
ほ

ぼ
終
わ
り
、今
後
は
流
失
し
た
高
欄
に
替
わ
る

新
し
い
高
欄
を
地
元
の「
八
女
石
灯
ろ
う
協
同

組
合
」
の
石
工
技
能
者
が
担
当
し
て
製
作
し
、

石
橋
の
復
元
が
進
め
ら
れ
る
。竣
工
は

2
0
1
8
年
3
月
末
の
見
込
み
。

　

被
災
前
の
宮
ケ
原
橋
は
、路
面
を
自
動
車
が

通
行
し
て
い
た
が
、修
復
後
は
人
道
橋
と
し
て

利
用
さ
れ
る
予
定
で
、現
在
は
八
女
市
有
形
文

化
財
へ
の
指
定
が
諮
問
さ
れ
て
い
る
。

　

星
野
川
に
架
か
る
４
つ
の
石
造
ア
ー
チ
橋

は
、上
流
か
ら
１
・
２
・
３
・
４
連
で
あ
る
こ

と
か
ら
、そ
れ
ら
は「
ひ
ふ
み
よ
橋
」と
呼
ば
れ

親
し
ま
れ
て
き
た
。宮
ケ
原
橋
は
１
９
２
２

（
大
正
11
）
年
架
橋
の
４
連
ア
ー
チ
。５
年
前
の

豪
雨
の
後
、「
八
女
上
陽
の
ひ
ふ
み
よ
橋
を
守

る
会
」（
久
間
一
正
会
長
）が
結
成
さ
れ
、
市
に

石
橋
の
修
復
、
現
地
保
存
を
要
望
。市
も
そ
れ

に
応
え
た
。住
民
と
行
政
が
連
携
し
、「
石
橋
の

あ
る
景
観
を
地
域
活
性
化
に
生
か
し
た
い
」と

の
思
い
が
実
っ
た
例
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

上、豪雨直後の宮ケ原橋。写真上が右岸＝2012年7月
写真提供／大成ジオテック㈱

右、右岸に中の島と新橋が完成＝2017年6月
写真提供／福岡県八女土木事務所

大肥橋。左は流木が引っ掛かった下流側。中は基底部石垣が損壊した上流右岸側。右は路面上にがれきがはさまった上流側

むきだしの輪石のみの姿で流失を
免れた筏場目鏡橋

写
真
提
供
／
中
村
ま
さ
あ
き

豪
雨
に
耐
え
た
大
分・日
田
市
の
石
橋

　

花
月
川
の
支
流
、
大
肥
川

（
お
お
ひ
が
わ
）
の
最
下
流
に

架
か
る
石
橋「
大
肥
橋
」に
は
、

上
流
の
東
峰
村
か
ら
大
量
の

流
木
な
ど
が
流
れ
て
き
て
、一

時
は
川
の
水
が
石
橋
の
路
面

を
洗
い
、路
面
の
上
に
取
り
付

け
ら
れ
た
金
属
製
の
歩
道
の

下
に
は
、
流
木
な
ど
が
引
っ
掛

か
っ
て
い
た
。右
岸
上
流
側
の

取
付
護
岸
の
基
底
部
の
石
垣

が
損
壊
し
た
も
の
の
、石
橋
本

体
に
大
き
な
損
傷
は
見
つ
か

ら
な
か
っ
た
。

　

同
橋
の
架
橋
は
１
８
９
９

（
明
治
32
）年
。す
で
に
１
１
８

年
を
経
て
い
る
が
、今
回
の
豪

雨
で
は
石
橋
の
強
さ
を
示
し

た
と
言
え
る
。

　

今
後
は
、
流
木
や
が
れ
き

を
取
り
除
く
作
業
が
必
要
で

あ
り
、ま
た
石
橋
の
左
岸
上
流

に
は
、根
元
が
洗
掘
さ
れ
た
た

め
石
橋
に
倒
れ
か
か
る
巨
木

　

今
年
７
月
５
日
か
ら
６
日
に
か
け
て
、
九
州
北
部
地
方
は
記
録
的
な
大
雨
に
見
舞
わ
れ

た
。福
岡
県
の
朝
倉
市
や
朝
倉
郡
東
峰
村
、
大
分
県
日
田
市
な
ど
で
は
各
地
で
土
砂
崩
れ
が

発
生
し
、
河
川
が
氾
濫
。日
田
市
内
を
流
れ
る
花
月
川
に
架
か
る
J
R
久
大
線
の
鉄
橋
が
流

失
し
た
。豪
雨
か
ら
1
カ
月
余
り
が
経
過
し
た
8
月
14
日
、日
田
市
を
訪
れ
た
。（
広
報
部
）

が
あ
り
、
そ
の
処
理
も
必
要

な
よ
う
で
あ
る
。

　

な
お
、
5
年
前
の
豪
雨
に

よ
り
壁
石
な
ど
が
流
失
し
、

輪
石
の
み
の
姿
と
な
っ
た
、
大

分
県
で
現
存
最
古
の
石
造
ア

ー
チ
橋
「
筏
場
目
鏡
橋
（
い
か

だ
ば
め
が
ね
ば
し
）」
は
、
内

河
野
川
が
花
月
川
に
注
ぐ
す

ぐ
そ
ば
に
架
か
っ
て
い
る
た

め
、
今
年
の
豪
雨
で
被
害
の

拡
大
が
予
想
さ
れ
た
が
、
幸

い
、周
囲
に
夏
草
が
生
い
茂
る

中
、
む
き
だ
し
の
輪
石
の
ま

ま
の
姿
で
残
っ
て
い
た
。

取材協力／八女上陽のひふみよ橋を守る会
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本
地
震
の
発
生
か
ら
、
も
う
す
ぐ
１

年
半
に
な
る
。震
度
7
の
地
震
2
回

を
含
む
震
度
６
弱
以
上
の
地
震
が
計
７
回
、今

年
３
月
31
日
ま
で
４
２
８
４
回
の
余
震
が
起

こ
っ
た
。そ
の
中
、
被
災
地
で
は
復
旧
作
業
が

進
め
ら
れ
、現
在
で
は
建
物
な
ど
の
解
体
が
進

ん
で
い
る
。そ
し
て
、
被
災
石
橋
に
つ
い
て
も

今
年
に
入
り
、修
復
工
事
が
進
行
し
て
い
る
。

　

す
で
に
竣
工
し
た
石
橋
は
、高
欄
や
取
付
護

岸
の
石
垣
の
修
復
で
済
ん
だ
石
橋
で
、県
指
定

重
要
文
化
財「
立
門
橋
」「
永
山
橋
」（
菊
池
市
）、

町
指
定
有
形
文
化
財「
大
窪
橋
」「
馬
門
橋
」（
美

里
町
）、文
化
財
指
定
の
な
い「
明
八
橋
」（
熊
本

市
中
央
区
）な
ど
。施
工
中
の
石
橋
は
、国
指
定

重
要
文
化
財
「
通
潤
橋
」（
山
都
町
）、
県
指
定

「
八
勢
目
鑑
橋
」（
御
船
町
）、
町
指
定「
二
俣
福

良
渡
」（
美
里
町
）。そ
の
他
、石
橋
本
体
部
を
除

く
箇
所
の
修
復
が
行
わ
れ
た
市
指
定
「
船
場

橋
」（
宇
土
市
）
な
ど
。今
後
も
町
指
定
「
下
鶴

橋
」（
御
船
町
）ほ
か
で
、
修
復
工
事
が
行
わ
れ

る
見
込
み
で
あ
る
。

　

震
災
復
旧
工
事
が
進
む
中
、被
災
石
橋
の
修

復
は
、
予
算
や
人
材
、
石
材
や
作
業
用
機
材
の

確
保
な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
、工
事
に
着

手
で
き
な
い
石
橋
も
少
な
く
な
い
。ま
た
、
い

ま
だ
通
行
禁
止
の
道
路
に
も
、被
災
状
況
が
未

確
認
の
石
橋
も
あ
る
。修
復
工
事
に
お
い
て

も
、文
化
財
と
し
て
施
工
す
る
た
め
に
必
要
な

情
報
の
不
足
な
ど
、現
場
ご
と
の
問
題
を
抱
え

て
い
る
よ
う
だ
。そ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
修

復
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。（
広
報
部
）

熊

写真提供／中村まさあき

熊本地震からもうすぐ1年半

被災石橋 修復へ

通潤橋（山都町）　《施工中》
橋上の土を除去し、外側に迫り出した右岸の鞘石垣上部
の壁石については、上部3段を解体して積み直しが終了。
その後は、石造通水管の接合部に充填されている漆喰の
詰め替え作業が行われている

永山橋（菊池市）　《竣工》
川に落下し、流失した高欄の復元。1本が長
さ３㍍ほどあった円筒形の手すり石は、その
半分の長さの新しい石材を使い、中に金属
棒を入れてつぎ目を接着剤で接合されてい
る。アスファルトの路面も修復

立門橋（菊池市）　《竣工》
左岸下流側（右奥）の取付護岸の崩落
した石垣やコンクリート路面を修復

船場橋（宇土市）
左岸上流側の取付護岸横の石垣修
復。本体は今後、工事の見込み

馬門橋（美里町）　《竣工》
地震の揺れで全て路面の内側に倒
れた高欄を修復

大窪橋（美里町）　《竣工》
損壊し路面側に倒れた高欄を修復。
折れた手すり石が接がれている

二俣福良渡（美里町）　《施工中》
高欄の修復の様子。輪石の基底部の
み残して解体後、失われた壁石や高
欄は新材で補い、あらためて組み立
てが行われている。10月竣工予定

明八橋（熊本市中央区）　《竣工》
路面側に倒れた上流側の高欄
（1990年修復）を修復

八勢目鑑橋（御船町）　《施工中》
地震で崩落した石材を回収し、40㌢ほど上流側にずれ
動いた左岸石垣を袖石垣上部の位置まで解体し、再
度、組み立てる。回収した石材は、被災前の写真と照合
し、位置を特定した上で旧材が使用されている

通潤橋の工事を見学できる
特設の見学所。その設置は、
山都町の石橋を守る会が町
に要望して実現した
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日本の石橋を守る会
～石橋とその文化を大切に～

　
大
分
県
宇
佐
市
院
内
町
で
昨
年
開
催
を
予

定
し
て
い
た
大
会
を
今
年
、
同
地
で
開
催
。「
1

年
延
び
た
分
、
十
分
な
準
備
が
で
き
ま
し
た
」

と
い
う
是
永
修
治
・
宇
佐
市
長
の
お
言
葉
通

り
、
充
実
し
た
大
会
に
な
り
、
地
元
関
係
者
の

方
々
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
院
内
町
に
は
57
基
も
の
石
橋
が
あ
り
、
こ
こ

は
ま
さ
に
「
院
内
石
橋
群
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ

し
い
石
橋
の
宝
庫
。地
域
の
宝
と
し
て
、
石
橋

を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
そ
う
と
い
う
意
識
が
、

住
民
の
方
々
に
も
共
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。

　
石
橋
を
文
化
財
と
し
て
見
直
す
こ
と
で
見

え
て
く
る
、
地
域
の
未
来
が
あ
る
と
感
じ
ら
れ

る
大
会
で
し
た
。

 （
会
報
担
当
　
中
村
ま
さ
あ
き
）

　

上
塚
尚
孝
氏
が
5
月
の
第
38
回
総
会
に
お

い
て
5
代
目
会
長
に
就
任
。ま
た
8
月
に
は
、

熊
本
県
文
化
協
会
の
荒
木
精
之
記
念
文
化
功

労
者
に
も
選
ば
れ
た
。新
会
長
に
感
想
を
聞
い

た
。（
広
報
部
）

　
│
甲
斐
利
幸
前
会
長
に
推
さ
れ
、
新
会
長
と

な
ら
れ
た
感
想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
上
塚
　
会
長
に
は
会
員
の
心
を
ひ
と
つ
に

ま
と
め
る
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。私
で
よ
い
の

か
と
思
い
ま
す
が
、
微
力
な
が
ら
、
会
の
発
展

に
寄
与
で
き
る
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
。

　
│
事
務
局
長
と
し
て
部
の
創
設
な
ど
に
も

尽
力
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
後
の
会
の
方
向
性
に

つ
い
て
、ど
う
お
考
え
で
す
か
。

　
上
塚
　
各
部
は
そ
れ
ぞ
れ
部
長
に
頑
張
っ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
部
員
と
し
て
動
か

れ
る
方
が
少
な
い
の
が
残
念
で
す
。個
人
的
に

動
い
て
入
手
さ
れ
た
情
報
を
、
各
部
に
提
供
い

た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。昔
は

各
県
に
理
事
が
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
会
員
の

数
が
各
県
ご
と
の
石
橋
の
数
と
比
例
し
て
い

ま
せ
ん
。そ
こ
で
せ
め
て
、
石
橋
保
全
に
関
わ

る
団
体
を
各
地
域
に
増
や
す
こ
と
が
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
│
8
月
に
は
、
地
域
文
化
の
振
興
へ
の
貢
献

が
認
め
ら
れ
、
荒
木
精
之
記
念
文
化
功
労
者

（
熊
本
県
文
化
協
会
）に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
上
塚
　
60
年
余
り
前
、「
霊
台
橋
」（
熊
本
・

美
里
町
）を
初
め
て
見
て
、古
く
、大
き
く
、ゆ

が
み
の
な
い
美
し
い
ア
ー
チ
に
感
動
し
、
そ
れ

か
ら
石
橋
の
調
査
を
始
め
ま
し
た
。振
り
返
る

と
、
そ
う
し
た
感
性
を
身
に
付
け
ら
れ
た
の

は
、
中
学
時
代
の
恩
師
の
影
響
が
大
き
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。恩
師
か
ら
は
「
世
の
中
の
全
て

に
〝
美
〞
が
あ
る
こ
と
」、「
何
か
を
残
そ
う
と

す
る
人
生
の
尊
さ
」
を
教
わ
り
ま
し
た
。私
も

教
職
に
就
い
て
お
り
ま
し
た
が
、あ
ら
た
め
て

教
育
の
力
と
い
う
も
の
を
感
じ
ま
す
。

　

　
石
橋
技
術
の
継
承
と
石
橋
の
素
晴
ら

し
さ
を
全
国
に
知
ら
せ
よ
う
と
、「
全
国

石
橋
サ
ミ
ッ
ト
in
く
ま
も
と
」
が
11
月

17
・
18
日
の
２
日
間
、
熊
本
・
山
都
町
で

開
催
さ
れ
る
。主
催
は
同
町
。

　
1
日
目
は
清
和
文
楽
館
（
同
町
大
平

1
5
2
）
で
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
後
、

２
つ
の
分
科
会
が
開
催
さ
れ
る
。2
日
目

は
各
分
科
会
報
告
の
後
、
姜
尚
中
氏
（
熊

本
県
立
劇
場
館
長
）
の
記
念
講
演
が
行
わ

れ
、石
橋
サ
ミ
ッ
ト
宣
言
が
採
択
さ
れ
る
。

そ
の
後
、
参
加
者
は
緑
川
流
域
の
石
橋
群

を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー（
1
コ
ー
ス
）
と
フ
ッ

ト
パ
ス（
2
コ
ー
ス
）に
分
か
れ
て
、石
橋

と
そ
の
文
化
的
景
観
を
楽
し
む
体
験
型

見
学
会
に
参
加
で
き
る
。

　
山
都
町
の
岡
本
哲
夫
副
町
長
（
会
員
）

は
、
石
橋
サ
ミ
ッ
ト
へ
の
期
待
を
次
の
よ

う
に
語
る
。 「
熊
本
地
震
で
は
、山
都
町
の

シ
ン
ボ
ル
通
潤
橋
も
被
災
し
ま
し
た
が
、

現
在
は
修
復
作
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

来
年
度
末
に
は
再
び
豪
快
な
放
水
を
見

て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。石
橋
に
は
、

先
人
の
技
術
、
築
造
の
苦
労
や
人
々
の
生

活
、
歴
史
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
価
値
が
包
含

さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な
石
橋
の
魅

力
を
石
橋
の
里
、
山
都
町
か
ら
発
信
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」

※
2
面
に
関
連
記
事

❖開催概要（予定）
 11月17日(金）　会場／清和文楽館と郷土料理館
 13:00 オリエンテーション
 14:00 分科会　各定員100名
　　　  (A)石橋の歴史や文化、景観など
　　　  (B)石橋の構造や土木技術など
 11月18日(土）　会場／清和文楽館および緑川流域など
 10:00 分科会報告　定員200名
 12:40 主催者挨拶
 13:00 記念講演　姜 尚中氏（熊本県立劇場館長）
 14:05 大会スローガン採択（石橋サミット宣言）
 14:10 エキスカーション（体験型見学会）
　　　  ①緑川流域石橋探訪バスツアー(1コース、定員30名）
　　　  ②石橋フットパス（２コース、定員各20名程度）

∬ 新会長インタビュー

上塚 尚孝・会長
うえつか・なおたか 1935(昭
和10）年、熊本県下益城郡
松橋町(現・宇城市)生まれ

「全国石橋サミットinくまもと」
熊本・山都町で11月17・18日開催決定


